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パリでは、たくさんの人
と出会って、笑顔を届け
ることができたよ！

はにぽんとパリのともだち
表紙写真：フランスにあるパリ日本文化会館で開催している「笑
いの日本美術史　縄文から19世紀まで」展（裏表紙に解説）
で展示されている「笑う盾持人物埴輪」を応援するため、はに
ぽんもパリに駆けつけました！

まちのデータ（2012.10.1現在）
人　口 80,384（－  79）
　男 39,854（－  33）
　女 40,530（－  46）
世帯数 32,378（－  18）
（　）内は前月との比較
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本庄市人事行政の運営等の状況を公表します
　人事行政の運営における透明性を高めるため、平成23年度の市職員の採用・退職・給与などの状況について、
次のとおり公表します。なお、詳しい情報は市ホームページをご覧ください。※特に記述のないものは、平成23
年４月１日現在の状況です。 ★行政管理課☎㉕１１６０

⑴　採用の状況（平成23年度）
事務職 技術職 合計

採用者数 13（7）人 0（0）人 13（7）人
計 13（7）人 0（0）人 13（7）人

泫　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

⑵　退職の状況（平成23年度）

泫　（　）内は、女性の数で内書きとなっています。

事務職 技術職 技能労務職 合計
定年退職 13（2）人 2（0）人 0（0）人 15（ 2）人
勧奨退職 　5（2）人 9（7）人 0（0）人 14（ 9）人
自己都合退職 　0（0）人 0（0）人 0（0）人 　0（ 0）人
その他（死亡､免職､失職） 　1（0）人 1（1）人 0（0）人 　2（ 1）人

計 19（4）人 12（8）人 0（0）人 31（12）人

⑶　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

区 分
部 門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成22年 平成23年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会
総　務

税　務
民　生
衛　生
労　働
農林水産
商　工
土　木

6人
122人

47人
106人
28人
2人
16人
5人
65人

6人
124人

46人
103人
31人
2人
14人
5人
68人

　
2人

－1人
－3人
3人

－2人

3人

パスポートセンター設置や住居表
示業務の開始など
職員配置の見直し
組織・機構の改革に伴う事務事業の移管
組織・機構の改革に伴う部門間の移動

組織・機構の改革に伴う事務事業の統合

営繕業務充実のための組織の新設
など

計 397人 399人 2人
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 50.61人
（類似団体人口1万人当たり職員数

 57.74人）
教育部門 63人 63人
消防部門 ― ― ―

小 計 460人 462人 2人
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 58.60人
（類似団体人口1万人当たり職員数

 78.49人）
　

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水　道
下水道
その他

16人
14人
35人

15人
14人
31人

－1人

－4人

職員配置の見直し

組織・機構の改革に伴う事務事業
の移管

小 計 65人 60人 －5人

合 計 525人
［620人］

522人
［620人］

－3人
［ 0人］

〈参考〉
人口1万人当たり職員数 66.21人

泫１　職員数は、教育長を含む一般職に属する職員数です。
　２　［　　］内は、条例定数の合計です。
　３　 類似団体とは「類似団体別職員数の状況」（総務省調べ）において、

本庄市と人口規模、産業構造が類似している団体を指しています。

⑴　人件費の状況（平成23年度　普通会計（※1）決算）
住民基本
台帳人口

（平成23年度末）
歳 出 額

Ａ 実質収支 人 件 費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

（参考） 
平成22年度
の人件費率

人
78,422

千円
26,857,439

千円
2,026,323

千円
4,064,720

％
 15.1

％
15.6

泫　 人件費とは、常勤の職員に対する給料、職員手当及び共済費、非常勤特
別職の職員に対する報酬、社会保険料等をいいます。

⑵　職員給与費の状況（平成23年度　普通会計（※1）決算）

職員数
Ａ

給　　　　　与　　　　　費
一人当た
り給与費 
Ｂ／Ａ

(参考 )
類似団
体平均
1人当た
り給与費

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手当

計 
Ｂ

人
464

千円
1,858,024

千円
207,045

千円
670,535

千円
2,735,604

千円
5,896

千円
5,959

泫１　 この表では、普通会計決算統計の給与費とは異なり、常勤の一般職の
職員に支給する給料及び職員手当（退職手当を除く。）の実支給額を
表しています。

　２　  職員数は、平成23年４月１日現在の、教育長を除いた普通会計に属す
る一般職の人数です。

⑶　平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
一般行政職（※2） 

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

本庄市 44.2歳 341,730円 384,534円 370,026円
埼玉県 44.0歳 354,353円 449,607円 401,847円
国 42.3歳 327,205円 ― 397,723円

類似団体 43.7歳 332,547円 401,218円 362,919円
泫　 平均給与月額（国ベース）は、国家公務員の平均給与月額には、時間外
勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のた
め国家公務員と同じベースで再計算したものです。

⑷　初任給の状況
区　　分 本　庄　市 埼　玉　県 国
大　学　卒 178,800円 178,800円 172,200円
高　校　卒 149,800円 144,500円 140,100円

⑷　級別職員数の状況
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
７級 部長・局長・参事 　11人 2.8％
６級 課長・副参事 43人 10.8％
５級 課長補佐・主幹 69人 17.3％
４級 係長・主査 161人 40.5％
３級 主任・主事・技師 71人 17.8％
２級 主事・技師 31人 　　7.8％
１級 主事補・技師補 12人 　3.0％
泫 １　 本庄市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２　 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

⑹　特別職の報酬等の状況（平成23年度）
区　　　　　分 給　料　月　額　等

給
料

市  長
副 市 長

801,000円（890,000円）
718,200円（756,000円）泫1

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

425,000円　　　　　　
374,000円　　　　　　
353,000円　　　　　　

期
末
手
当

市   長
副 市 長

（平成22年度支給割合）
3.9 月分 泫2

議 長
副 議 長
議 員

（平成22年度支給割合）
3.9 月分

泫１　 給料について、市長は10％、副市長は5％の減額措置を行っています。
給料の欄の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

　２　 期末手当について、市長は20％、副市長は10％の減額措置を行って
います。

（※1） 普通会計とは
　　　 一般会計、特別会計等の各会計で経理する事業の範囲が、各自治

体で異なっているため、統一的な基準で整理して比較できるよう
にした統計上の会計区分をいいます。

（※2） 一般行政職とは
　　　 国の指定統計調査である地方公務員給与実態調査等において、職

種を区分する際に用いられるもので、企業職、技能労務職、教育
職等を除いた職員をいいます。

用語の説明

新しい複合施設の基本設計がまとまりました ★企画課☎㉕１２４６

　平成27年度末オープンを目指す２つの新しい複合施設について、懇談会やワークショップを開催し、市内各種
団体や施設を実際に利用するみなさんと、部屋の間取りや使い勝手など意見交換を行いながら検討を進めていま
したが、設計の基本方針や建物配置、各階の間取り等を定めた基本設計がこのほどまとまりましたのでお知らせ
します。
　両施設ともユニバーサルデザインを採用することで、小さな子どもから乳幼児を抱えた主婦、高齢者など、誰
もが使いやすい施設を目指すと共に、太陽光発電パネルの設置、自然採光や自然通風の取り入れ、断熱材を躯

く

体
たい

の外側に施す（外断熱）ことによる高断熱化等、省エネ化と再生可能エネルギーを積極的に導入する計画として
います。
　今後は、平成24年度末までに実施設計で建物等の詳細な部分を決定する予定です。なお、基本設計の内容につ
いては、来月号以降も順次掲載する予定です。
　また、概要版を市ホームページ又は企画課施設調整係（市役所４階）、総務課（総合支所２階）、図書館本館及
び児玉分館で閲覧できますのでご利用ください。

■市民プラザ跡地に建設する複合施設 【計画概要】

銀座通り踏切方面から見たイメージ図
【設計の基本方針 概要】
▼学習・文化活動などの「学ぶ」ための機能、世代を超えて人と人が出会い誰もが気軽に「集う」ための機能、
健康づくり・子育て・福祉・防災等の面で市民を「支える」機能を備えた誰もが利用しやすい施設を目指します。
▼多種多様な市民ニーズに対応するために多彩な部屋を設置し、幅広い年齢層の人々が効率的に利用できる施設
構成です。▼さまざまな市民活動を通じて、交流の輪を広げられる空間を創出し、まちの活気とにぎわい、周辺
地域への波及効果と市街地の活性化に寄与できる施設計画です。

所  在  地 銀座１丁目１－１

敷 地 面 積 ５，３７６．５４㎡

建 築 面 積 １，８９０．００㎡

延 床 面 積 ４，１２５．００㎡　　

構造・階数 鉄筋コンクリート造・３階建

駐 車 台 数 自動車約60台
自転車・オートバイ約50台

■児玉総合支所建て替えにより建設する複合施設 【計画概要】

現在の駐車場入口方面から見たイメージ図

【設計の基本方針 概要】
▼総合支所・公民館・児童館・塙保己一記念館の各機能をロビー等の共有スペースを中心に配置し、効率と利便
性を両立した計画です。▼それぞれの機能を回遊動線でつなぐことで多様な関係性を創り出し、単独利用に限ら
ず、イベントや健診等では共有スペースを効果的に利用した共通（交流）利用など多様な市民ニーズに対応可能
な施設構成です。▼地域に身近なサービスを提供する拠点として、日常的に市民が利用する部屋やスペースを１
階にまとめる階構成とすることで利便性とにぎわいを創出し、誰もが利用しやすい施設を目指します。

所  在  地 児玉町八幡山３６８

敷 地 面 積 ５，２９４．３２㎡

建 築 面 積 １，６７１．８９㎡

延 床 面 積 ２，２７４．４６㎡　

構造・階数 鉄筋コンクリート造・２階建

駐 車 台 数 自動車約65台
自転車・オートバイ約25台

⑸　期末・勤勉手当の支給割合（平成23年度）
区　　分 ６月期 12月期 合計
期末手当 1.225月分 1.375月分 2.60月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分

１　職員の任免及び職員数に関する状況 ２　職員の給与の状況
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　　年金手帳を紛失してしまいました。どうし
たらいいですか？
　　再交付の手続きをしてください。
　第１号被保険者の人は、市の窓口又は熊谷年金
事務所で手続きができます。第２号被保険者の人
は勤務先、第３号被保険者の人は配偶者の勤務先
へ申し出てください。

　　58歳で会社を早期退職しましたが、年金
の受給資格期間は満たしているので、国民年
金には加入しなくてもいいですか？
　　日本国内に住んでいる20歳以上60歳未満の
人はすべて国民年金に加入することになっていま
す。厚生年金の資格を喪失したことがわかる書類
を持参して市の窓口で加入手続きをしてください。
納めた保険料は基礎年金額に上乗せされますので、
無駄になることはありません。

よくある質問Q&A
Q

A

Q

A

　　年金受給者が亡くなりました。どのような
手続きが必要ですか？
　　国民年金のみを受給していた場合は、市の窓
口又は熊谷年金事務所で受給権者死亡届と未支給
年金請求の届け出をしてください。その場合、亡
くなった人と生計を共にしていた親族が請求者と
なります。該当者がいない場合は死亡届のみの手
続きをしてください。
　厚生年金の受給者は熊谷年金事務所、共済年金
の受給者は各共済組合へ届け出をしてください。

Q

A

　　年金の受給者ですが、引っ越しで住所が変
わりました。どうしたらいいですか？
　　住民票の住所変更とは別に、年金の住所変更
の届け出が必要です。住所変更届出用紙は市の窓
口及び年金事務所にあります。（共済年金の人は、
各共済組合にお問い合わせください。）

Q

A

国民年金Q＆A国民年金Q＆A

障害基礎年金Q&A
　　障害基礎年金はどのようなときに受けられ
るのですか？
　　国民年金に加入している間にかかった病気や
ケガがもとで一定以上の障害が残った人で、納付
要件を満たしている場合は、障害基礎年金を受け
ることができます。

Q

A

　　子どもの頃から障害があります。障害基礎
年金を受けることができますか？
　　障害基礎年金は、国民年金に加入している間
にかかった病気やケガだけでなく、子どもの頃の
病気やケガがもとで一定以上の障害が残った場合
も20歳から障害基礎年金を受けることができます。

Q

A

※障害基礎年金には１級と２級があり、障害の程度によって決まります。詳しくは市民課又は熊谷年金事務所にご
相談ください

　平成24年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付した人は、「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が10月下旬から11月上旬に日本年金機構から送付されます。（10月１日から12月31日までの間
に今年初めて国民年金保険料を納付した人は、平成25年１月下旬に送付されます。）
　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書を添付して下さい。
＊「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのお問い合わせは下記へ
★控除証明専用ダイヤル☎０５７０－０７０－１１７、ＩＰ電話☎０３－６７００－１１３０

納付した国民年金保険料は、確定申告等をするときに社会保険料控除の対象になります。

＊ 国民年金のご相談・お問い合せは
下記へ
★市民課☎㉕１１１４
★市民福祉課☎72１３３１（内線３３３）
★熊谷年金事務所☎０４８－５２２－
　５１５８
※回答内容は、今後の制度改正等により最
新の状況と異なる場合がありますので、ご
了承ください。

11月は「ねんきん月間」です

～あなたの疑問に答えます～

　　私は年金を受け取れますか？
　　老齢基礎年金は、国民年金・厚生年金・共済
年金を納付した期間、保険料免除期間・学生特例、
若年者納付猶予期間及びカラ期間を合わせて25
年（３００月）以上ある人が、65歳から受け取
れます。
※カラ期間とは、厚生年金等の加入者の配偶者が
昭和61年３月以前に任意加入しなかった期間な
どのことです。

　　60歳になったときに、受給資格期間を満
たしていない場合はどうしたらいいですか？
　　60歳の誕生日の前日から加入できる「高齢
任意加入」という制度で納付期間を増やすことが
できます。受給権を得るだけでなく、20歳から
60歳までの間に未納期間などがある人は、将来
受け取る年金を満額に近付けることにもなります。
　また、65歳になっても受給資格が満たされな
い人は、特例で70歳まで加入することができま
す。この場合、受給権が発生した時点で資格は喪
失となります。（免除申請はできません。）

老齢基礎年金Q&A

Q
A

Q

A

　　老齢基礎年金はいくらもらえますか？
　　保険料を納付した期間と保険料免除等承認期
間によって決まります。仮に、20歳から60歳ま
での40年間保険料をすべて納付した場合は、年
額７８万６５００円（平成24年度）です。

Q
A

　　年金をもらうには、手続きが必要ですか？
　　必要です。老齢基礎年金の受給資格がある人
には、「裁定請求書」が年金事務所から送付され
ます。第１号被保険者期間のみの人は、市の窓口
で手続きができます。第３号被保険者期間や厚生
年金期間がある人は、年金事務所で手続きをして
ください。
※「裁定請求書」の送付時期は、60歳（厚生年
金期間が１年以上ある人）又は65歳（厚生年金
期間が１年未満の人や国民年金期間のみの人）到
達月の３カ月前です。

Q
A

　　「国民年金保険料の納付可能期間延長のお
知らせ」が届きました。このお知らせはどの
ようなものですか？
　　平成24年10月１日から３年間に限って、国
民年金保険料の納付可能な期間が２年間から10
年間に延長（後納制度）されたため、過去10年
間に保険料の未納期間がある人や国民年金の未加
入期間がある人を対象に、後納制度の内容と保険
料の納付可能期間について、ご案内しているもの
です。保険料の納付をご希望の場合は、年金事務
所で申請してください。

Q

A

　　現在受け取っている老齢基礎年金を増やし
たいのですが、後納制度を利用して保険料を
納めることはできますか？
　　既に老齢基礎年金を受給している人（繰り上
げにより受給されている人も含みます。）や65歳
以上で老齢基礎年金の受給資格がある人が、年金
額を増額するために後納制度を利用することはで
きません。

Q

A

　　受け取る年金額を増やす方法はありますか？
　　「付加年金制度」をご利用ください。国民年
金の第１号被保険者で、毎月の国民年金保険料に
月額４００円の付加保険料を上乗せして納めるこ
とで、将来、老齢基礎年金と併せて付加年金を受
給することができます。付加年金の受給金額は、
付加年金を納めた月数に２００円を乗じた金額で
す。（国民年金基金加入者は加入できません。）

Q
A

　　65歳前に老齢基礎年金を受け取ることが
できますか？
　　希望すれば60歳から減額された年金を受け
取ることができます。ただし、障害者になったと
きに障害基礎年金を請求できないなどのデメリッ
トがありますので、請求する際にはご注意くださ
い。

Q

A

　　私宛てに「国民年金保険料の納付可能期間
延長のお知らせ」が送付されてきましたが、家
族にはまだ届きません。なぜでしょうか？
　　「国民年金保険料の納付可能期間延長のお知
らせ」は、保険料の納め忘れ等がある対象者全員
に送付されますが、納め忘れなどの期間が古い人
や年齢の高い人から順次送付しています。対象者
でお知らせの届かない人は、しばらくお待ちくだ
さい。お知らせが届いていなくても、後納制度を
利用して保険料を納めることはできますので、年
金手帳をご用意のうえ、年金事務所で申請してく
ださい。
※後納制度は事前の申し込みが必要です。また、
審査の結果、後納制度による納付をご利用いただ
けない場合があります

Q

A
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　県では、市町村民税非課税世帯のひとり親家
庭の児童が中学校へ入学するとき、就学支度金
を支給しています。
　次に該当する人は、下記の受付期限までに申
請をしてください。
※受付期限を過ぎると、資格があっても支給さ
れませんのでご注意ください。
対 象　母子家庭の母、父子家庭の父、又は父母
のいない児童を養育している人で、平成25
年４月に中学校へ就学する児童を扶養してい
る市民税非課税世帯の人（生活保護受給世帯
は除く。）

支給額　１０，０００円
受付期限　12月28日㈮
申 請方法　振込先金融機関の通帳を持参のうえ
下記へ
★子育て支援課☎㉕１１３０、
　市民福祉課☎72１３３１（内線３１６）

ひとり親家庭児童
就学支度金支給制度のご案内

平
成
25
年
度　

保
育
園
・
私
立
幼
稚
園
入
園
児
童
の
受
付
を
始
め
ま
す

提
出
書
類

・ 

平
成
24
年
分
所
得
税
額
が
分
か

る
書
類（
源
泉
徴
収
票
の
コ
ピ
ー

　

又
は
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
）

※
平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
本

庄
市
に
転
入
し
た
人
は
、
平
成
24

年
度
の
住
民
税
額
が
分
か
る
書
類

（
所
得･

課
税
証
明
書
等
）
も
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
は
、

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
住
民
税
担
当
課
で
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。）

※
税
額
の
分
か
る
書
類
が
未
提
出

の
場
合
、
保
育
料
の
算
定
が
で
き

な
い
た
め
、
一
定
期
間
、
最
高
額

の
保
育
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

産
後
２
か
月
ま
で
の
期
間
）

④ 

病
気
・
心
身
障
害
な
ど
に
よ
り

保
育
で
き
な
い
場
合

⑤ 

家
庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
看

護
を
す
る
た
め
保
育
で
き
な
い

場
合

⑥ 
火
災
そ
の
他
の
災
害
復
旧
の
た

め
保
育
で
き
な
い
場
合

⑦ 

①
〜
⑥
に
類
す
る
状
態
で
あ
る

と
市
長
が
認
め
た
場
合

入
園
の
決
定

　

入
園
の
決
定
は
、
２
月
中
旬
か

ら
３
月
上
旬
に
通
知
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（
入
園
の
判
定
は
、
先

着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て
は
定
員

等
の
関
係
で
、
希
望
す
る
保
育
園

に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
第
２
・
第
３
希
望
の
保
育
園

も
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

保
育
料
の
決
定

　

保
育
料
は
、
前
年
分
の
所
得
税

又
は
前
年
度
の
市
民
税
額
で
決
ま

り
ま
す
。
入
園
申
し
込
み
後
、
次

の
提
出
書
類
を
準
備
が
で
き
し
だ

い
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
育

料
は
３
月
下
旬
に
決
定
し
、
通
知

し
ま
す
。

　

入
園
申
し
込
み
の
際
は
、
必
ず

希
望
す
る
保
育
園
・
幼
稚
園
を
見

学
し
た
う
え
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

保
育
園
入
園
受
付

受
付
期
間

　

 

11
月
15
日
㈭
〜
12
月
14
日
㈮

（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

受
付
窓
口

・
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２
階
）

　

☎
㉕
１
１
２
８

・
市
民
福
祉
課
（
総
合
支
所
１
階
）

　

☎
72
１
３
３
１（
内
線
３
１
６
）

※
申
し
込
み
用
紙
は
受
付
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

入
園
資
格

　

保
育
園
の
入
園
資
格
は
、
児
童

の
保
護
者
及
び
同
居
の
親
族
が
、

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
よ
り
児

童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
で
す
。

① 

昼
間
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
場
合

② 

昼
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
、
日

常
の
家
事
以
外
の
仕
事
（
内
職

を
含
む
）
を
し
て
い
る
場
合

③ 

母
親
が
妊
娠
中
、
又
は
出
産
後

で
保
育
で
き
な
い
場
合
（
産
前
、

　以下の事業についてはすべて直接各保育園(所)へお問い合わせください。
○ 一時預かり事業　いずみ保育所、久美塚保育所、梅花保育園、北泉保育園、児玉保育園、西光保
育園、西光第二保育園で実施しています。急用等で一時的に子どもを保育してほしい場合などに
利用できます。

○ 特定保育事業　ほほえみ子どもの国保育園で実施しています。パート等で決まった日時のみ保育
を必要とする場合に利用できます。

○ 子育て支援センター事業　いずみ保育所、こざくら保育園、北泉保育園、児玉保育園、西光保育
園で就園前の親子を対象に育児相談、講演会などを実施していますのでご利用ください。

○ 病後児保育事業　いずみ保育所で実施します。病気の回復期の児童で集団保育が困難な場合、保
育所に付設された専用の保育室で一時的に保育します。

　

幼
稚
園
入
園
受
付

　

幼
稚
園
は
学
校
の
ひ
と
つ
で
、

学
校
教
育
法
に
「
幼
稚
園
は
、
義

務
教
育
及
び
そ
の
後
の
教
育
の
基

礎
を
培
う
も
の
と
し
て
、
幼
児
を

保
育
し
、
幼
児
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
適
当
な
環
境
を
与
え
て
、

そ
の
心
身
の
発
達
を
助
長
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。」
と
あ
り
ま

す
。

　

市
内
の
各
幼
稚
園
は
、
こ
の
目

的
の
下
に
、
日
々
の
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

受
付
開
始
日　

　

11
月
１
日
㈭

受
付
窓
口

　

各
幼
稚
園
に
直
接（
下
表
参
照
）

入
園
資
格

　

満
３
歳
か
ら

※
満
３
歳
未
満
で
も
未
就
園
児
教

室
の
あ
る
幼
稚
園
も
あ
り
ま
す
の

で
、
直
接
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
料
等

　

保
育
料
・
保
育
時
間
・
諸
費
用
・

ス
ク
ー
ル
バ
ス
・
保
育
終
了
後
の

預
か
り
保
育
・
長
期
休
業
中
の
預

か
り
保
育
等
に
つ
い
て
は
、
各
幼

稚
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
入

園
要
項
等
を
参
考
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■幼稚園一覧表 ■保育園（所）一覧表

保育園（所）名称 定員 所在地 電話

市立いずみ保育所 90 小島5-5-45 ㉒４８９１

市立藤田保育所 60 牧西30 ㉔２８８６

市立久美塚保育所 90 児玉町児玉2351-1 72４３８６

市立金屋保育所 90 児玉町金屋1173 72１２３８

市立秋平保育所 60 児玉町秋山2527-1 72１１６７

市立共和保育所※ 60 児玉町蛭川885 72０１０４

旭保育園 90 駅南1-5-20 ㉒３３９８

本庄保育園 150 小島1-5-18 ㉒３９１３

こざくら保育園 200 栄3-6-34 ㉒５８１２

若草保育園 90 仁手669-4 ㉑５００１

梅花保育園 90 見福1-2-7 ㉒４４７４

日の出保育園 100 沼和田1020 ㉑５２６３

みどり保育園 90 寿3-10-30 ㉑５９５７

聖徳本庄保育園 60 栄2-10-14 ㉑４３６５

小島南保育園 70 小島南3-1-5 ㉑５５４３

北泉保育園 120 西五十子620-1 ㉔２５７２

たんぽぽ保育園 60 今井1328 ㉑９８９０

ほほえみ子どもの国保育園 35 緑2-15-5 ㉓１０１８

児玉保育園 170 児玉町児玉2448-1 72０１８６

西光保育園 70 児玉町塩谷85-1 72５１４７

西光第二保育園 70 児玉町吉田林447-6 72５４７３

幼稚園名称 定員 所在地 電話

本庄旭幼稚園 80 杉山124 ㉔３６２６

本庄幼稚園 160 小島6-5-3 ㉔０１８９

本庄西幼稚園 70 中央3-3-3 ㉒２４１２

本庄東幼稚園 175 東台3-1-12 ㉒２９３７

本庄青葉幼稚園 200 小島南2-6-39 ㉔３５１０

本庄すみれ幼稚園 240 五十子3-6-24 ㉒４６２３

若泉幼稚園 105 北堀209 ㉑５２６５

児玉桜井幼稚園 160 児玉町八幡山591 72０４４３

※いずみ保育所・久美塚保育所を除く公立保育所は民営化
を計画しています。共和保育所は平成25年度に民営化され、
社会福祉法人梅花福祉会共和梅花保育園になる予定です。

各保育園（所）では、入園以外でも
次のような事業を行っています
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暴力団に
金を出さない

暴力団を
利用しない！

暴力団を
恐れない

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納

〜
11
月
か
ら
１
月
ま
で
は
、
滞
納
整
理
強
化
期
間
で
す
〜

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
た
市
税
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
い

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

の
大
切
な
市
税
（
市
県
民
税
・
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自

動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
を

納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
一
部
に
は
納
税
が
遅
れ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

当
市
を
含
む
県
内
の
全
市
町
村

と
埼
玉
県
は
「
滞
納
整
理
強
化
期

間
」
を
設
け
、期
間
中
は
「
ス
ト
ッ

プ
！
滞
納
」
を
合
言
葉
に
徴
収
対

策
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

　

市
税
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
人

は
、
お
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

市税の納付は口座振替のご利用を

　市税の納付は、口座振替の手続き
を取れば、金融機関が納税者に代
わって自動的に指定の預金口座から
納付します。手続きは簡単です。市
内の各金融機関に用意してある口座
振替の申込書に必要事項を記入し、
直接金融機関の窓口へ提出してくだ
さい。
用意　通帳、届出印
※お申し込み日の翌月分以降のもの
から振り替えを開始します。
　この他、専用はがきによる口座振
替の郵送手続きも行っています。専
用はがきをご希望の人は収納課まで
ご連絡ください。専用はがきによる
手続きの場合は、お申し込みの翌々
月分の納期からの開始となりますの
でご注意ください。
★収納課☎㉕１１８１

本
庄
市
暴
力
団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
国
民
健

康
保
険
税
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
な
ど
の
際
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

領
収
書
等
の
紛
失
な
ど
に
よ
り

納
付
額
が
分
か
ら
な
い
人
に
は
、

納
付
額
の
記
載
さ
れ
た
「
国
民
健

康
保
険
税
納
付
額
確
認
書
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

確
認
書
が
必
要
な
人
は
、
収
納

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

用 

意　

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な

ど
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の

　

窓
口
に
来
た
人
と
、
国
民
健
康

保
険
税
の
納
税
義
務
者
が
同
一
世

帯
で
な
い
場
合
は
、
委
任
状
も
必

要
で
す
。
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
世
帯
主
の
住
民
登
録
地
に

郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

収
納
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
納
付
額
に
つ
い
て
の
電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
収
納
課
☎
㉕
１
１
８
１

　

納
税
の
意
思
の
な
い
人
に
対
し

て
は
、
給
与
・
預
貯
金
・
生
命
保

険
・
不
動
産
・
自
動
車
な
ど
の
財

産
の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
財
産
の
差
押
え
は
、
国
税
徴
収

法
に
よ
り
事
前
に
相
談
す
る
こ
と

な
く
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
産
調
査
を
実
施
し
て

も
財
産
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
滞
納
者
の
了
解
を

得
る
こ
と
な
く
自
宅
な
ど
を
捜
索

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
収
納
課
☎
㉕
１
１
２
０

差
押
え
な
ど
は
相
談
せ
ず
に

実
施
し
ま
す

滞納処分についてお答えします

　　どのような財産を差押えるのですか
　　給与、預貯金、生命保険、売掛金、不動産、
自動車、動産（貴金属類、腕時計、ハンドバッ
ク等）などの財産を差押えします。

　　どのようにして、財産を調査するのですか

　　各金融機関に対
する預貯金の調査や、
勤め先への給与調査、
取引先への売掛金調
査などを行います。

　　税金を納めない場合の滞納処分とは、どのようなことですか。
　　税金は、各納期内に納めていただくものですが、遅れると、
督促状や催告書が送られます。それでも納付がない場合は、他
の納税者との公平性を保つため、財産の差押えを実施します。
そして、差押えた財産を公売等によりお金に換えて、滞納の税
金にあてます。この一連の事務手続きを「滞納処分」といいます。

　　財産が発見できない場合はどうするのですか。
　　各調査で財産が発見でき
ない場合には、警察官等の立
会いのもと、複数の市役所職
員が自宅や店舗などを訪れて
捜索を実施し、直接財産を差
押える場合があります。

国
民
健
康
保
険
税
の

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
「
本
庄
市
暴
力
団
排
除
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
暴
力
団
を
排

除
す
る
た
め
に
は
、
市
と
警
察
、
市
民
及
び
事
業
者
が
連
携
協
力
し
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
意
思
を
表
明
す
る
た
め
に
、
県
条
例
の
制
定
を
受
け
、
本
庄
市
暴
力

団
排
除
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
制
定
の
目
的
（
第
１
条
）

　

こ
の
条
例
は
、
暴
力
団
を
排
除
す
る
た

め
の
活
動
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を

定
め
、
市
、
市
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
し
て
、
暴
力
団
排
除
活
動
を
推

進
す
る
た
め
の
必
要
な
事
項
を
定
め
、
市

民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
確
保
し
、
あ
わ

せ
て
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
基
本
理
念
（
第
３
条
）

　

暴
力
団
排
除
活
動
は
、「
暴
力
団
を
恐

れ
な
い
こ
と
」「
暴
力
団
に
資
金
を
提
供

し
な
い
こ
と
」
及
び
「
暴
力
団
を
利
用
し

な
い
こ
と
」
を
基
本
と
し
て
、
市
、
市
民

及
び
事
業
者
の
連
携
協
力
の
も
と
に
誰
も

が
、
暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
関
係
者
と
不

適
切
な
関
係
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
を
基
本
理
念
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

●
条
例
の
内
容

①
市
の
責
務
（
第
４
条
）

　

市
民
及
び
事
業
者
と
協
力
し
、
県
、
警

察
及
び
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
を
目
的
と
す
る
団
体
と
連
携
し
て
、

暴
力
団
排
除
活
動
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

②
市
民
・
事
業
者
の
責
務
（
第
５
条
）

　

市
民
及
び
事
業
者
の
み
な
さ
ん
は
、
基

本
理
念
に
の
っ
と
り
、
暴
力
団
排
除
活
動

に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
市
の
取
り

組
み
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
市
の
事
業
に
お
け
る
措
置
（
第
６
条
）

　

市
は
、
公
共
工
事
そ
の
他
の
事
業
に
よ

り
暴
力
団
を
利
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ

う
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

④
市
に
よ
る
市
民
等
へ
の
支
援（
第
７
条
）

　

市
は
、
市
民
及
び
事
業
者
の
み
な
さ
ん

が
相
互
に
連
携
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
自

主
的
に
暴
力
団
排
除
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
情
報
の
提
供
そ
の

他
の
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑤ 

青
少
年
に
対
す
る
教
育
の
た
め
の
措
置

（
第
11
条
）

　

市
が
設
置
す
る
中
学
校
に
お
い
て
、
そ

の
生
徒
が
暴
力
団
排
除
活
動
の
重
要
性
を

認
識
し
、
暴
力
団
に
加
入
せ
ず
、
及
び
暴

力
団
に
よ
る
犯
罪
の
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
教
育
が
、
必
要
に
応
じ
て

行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

条
例
の
概
要

※
条
例
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

【
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

・ 

埼
玉
県
県
警
本
部
☎
０
４
８―

８
３
２―

０
１
１
０

・
本
庄
警
察
署
☎
㉒
０
１
１
０

・
児
玉
警
察
署
☎
72
０
１
１
０

・ 

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
暴
力
追
放
・
薬

物
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８―

８

３
４―

２
１
４
０

★
自
治
防
災
課
☎
㉕
１
１
１
８

　10月８日、本庄市と㈱カインズは、「災害時における生
活物資の供給協力に関する協定」を締結しました。
　この協定は、災害時に生活物資の供給を相互に協力して
行い、市民生活の安定を図ることを目的としています。

災害時における生活物資の
供給協力に関する協定を締結

▲締結式（吉田市長と土屋代表取締役社長）
、

Q
A

Q
A

Q
AA

Q

債権差押の例示（銀行、生命保険、勤務先）

事務所･居宅の捜索
勤務先調査

不動産の差押から公売 動産のイメージ図
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　市では、体育施設を年間を通して定期的に利用する団体を募集します。年間登録をした団体は、利用予約の優
先を受けることができます。
利用期間　平成25年４月～平成26年３月
登録資格　 市内在住・在勤・在学者で構成する10人以上の団体で、監督者として成人２人以上が含まれ、年間を

通して活動する団体
申　　込　 11月30日㈮までに登録用紙（受付場所で配布）を提出のうえ、平成25年１月に開催予定の団体登録

利用者説明会に出席してください。

～平成25年度体育施設利用団体年間登録の受付を開始します～

宅地分譲を実施します

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す
〜

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
児
童
虐
待

　

親
や
養
育
者
が
、
子
ど
も
の
心

や
体
を
傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長

や
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を

与
え
る
行
為
を
い
い
ま
す
。「
し

つ
け
」
と
思
っ
て
い
る
行
為
で
も
、

現
実
に
子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ

け
る
行
為
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐

待
で
す
。
親
の
立
場
よ
り
も
、
子

ど
も
の
立
場
で
判
断
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
具
体
的
に
は
次
の
４

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

○ 

身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、

体
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

○ 

性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強
要

し
た
り
、
ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に

す
る
な
ど

○ 

心
理
的
虐
待　

子
ど
も
の
心
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
ひ
ど
い
こ
と

を
言
っ
た
り
、
無
視
、
き
ょ
う

だ
い
間
の
差
別
、
ま
た
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
）
を
行
う
な
ど

○ 

ネ
グ
レ
ク
ト
（
保
護
の
怠
慢
・

拒
否
）　

食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に
す
る
、

病
気
や
け
が
を
し
て
も
病
院
に

連
れ
て
い
か
な
い
、
乳
幼
児
だ

け
残
し
て
外
出
す
る
な
ど

　

虐
待
は
家
庭
の
中
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
た
め
発
見
さ
れ

に
く
く
、
し
か
も
加
害
者
が
親
で

あ
る
た
め
に
、
子
ど
も
は
逃
げ
た

り
、
自
ら
救
い
を
求
め
た
り
す
る

こ
と
が
困
難
で
す
。「
も
し
か
し
て
、

虐
待
？
」
と
思
っ
た
時
は
、
迷
わ

ず
下
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
通
報
者
の
氏
名
な
ど
、
個
人
の

ふ
る
さ
と
本
庄
応
援
寄
附

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
本
庄
を
応

援
す
る
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
生
ま
れ

育
っ
た
〝
ふ
る
さ
と
〞
を
応
援
し

た
い
、〝
ふ
る
さ
と
〞
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
を
実
現
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

ふ
る
さ
と
の
自
治
体
に
寄
附
し

た
場
合
、
寄
附
金
の
一
定
限
度
額

ま
で
、
寄
附
金
か
ら
お
よ
そ
２
千

円
を
除
い
た
額
が
住
民
税
な
ど
か

ら
控
除
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
寄
附
を
す
る
場
合

　

ま
ず
は
、
下
表
の
お
問
い
合
わ

せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要

に
応
じ
、
所
定
の
寄
附
申
出
書
に

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

企
画
課
☎
㉕
１
１
５
７

★体育課☎㉕１１５２

※印の施設は、夜間照明の利用も受け付けます。

受付場所 利　　用　　施　　設

シルクドーム
☎㉕１１５２

シルクドーム、市民球場※、本庄総合公園多目的グラウ
ンド、市民体育館、武道館、若泉グラウンド及びテニスコー
ト※、北泉テニスコート、河川敷グラウンド（山王堂・
下仁手）、本庄地域の各小中学校の体育館（本庄東中学校・
本庄南中学校の武道場）及びグラウンドの一部※

エコーピア
☎73３８１５

エコーピア、児玉工業団地遊水池内グラウンド、児玉総合運
動公園グラウンド※、共栄公園テニスコート※、児玉地域の
各小中学校の体育館（児玉中学校の武道場）及びグラウンド
の一部※

基　金　名 主な使いみち お問い合わせ先

本庄市ふるさと創生基金 まちづくり、人づくりの事業 企　画　課 ☎㉕1157

ほんじょう緑の基金 段丘斜面林の自然環境の保全、創出 都市計画課 ☎㉕1136

本庄市地域福祉基金 地域保健福祉活動の振興 介護いきがい課 ☎㉕1127

本庄市文化振興基金 文化の振興 
生涯学習課 ☎㉒3248

本庄市塙保己一顕彰基金 塙保己一の遺徳を顕彰する事業 
本庄市教育振興基金 教育の振興 教育総務課 ☎㉕1182

平
成
24
年
本
庄
市
議
会
「
第
3
回
定
例
会
」

　

平
成
24
年
市
議
会
第
3
回
定
例

会
が
、
８
月
30
日
か
ら
９
月
24
日

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
暴
力
団
排
除
活

動
を
推
進
す
る
事
項
を
定
め
た

「
本
庄
市
暴
力
団
排
除
条
例
」、
本

庄
早
稲
田
駅
の
自
転
車
等
駐
車
場

設
置
に
伴
う
「
本
庄
市
本
庄
駅
自

転
車
等
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
な
ど
24
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
15
議
案
が
原
案

の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
、決
算

認
定
関
係
９
議
案
を
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
と
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〜
子
育
て
中
の
人
へ
〜

・ 

ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る

・ 

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
き
か
ず

に
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る

・ 

つ
い
子
ど
も
を
た
た
い
た
り
、

怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
子
育
て
の
悩
み
を
ひ

と
り
で
抱
え
こ
ま
ず
相
談
窓
口
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〜
地
域
の
み
な
さ
ん
へ
〜

・ 

挨
拶
や
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、

子
育
て
中
の
保
護
者
が
孤
立
し

な
い
よ
う
に
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０

児
童
虐
待
と
は

み
ん
な
で
防
ぐ
児
童
虐
待

ご相談はこちらへ
◎ 家庭児童相談室（子育て
支援課内）☎㉕１１２９

◎熊谷児童相談所
　☎048－521－4152
◎ 埼玉県休日夜間児童虐待
通報ダイヤル

　☎048－779－1154

　ＵＲ都市機構（独立行政法人都
市再生機構）は、本庄早稲田駅周
辺土地区画整理事業において、個
人の購入者向け住宅用地の公募
（第２次）を次のとおり実施します。
受付期間
　11月10日㈯～18日㈰　
　午前10時～正午、午後１時～５時
　（ただし18日㈰は正午まで）
公開抽選
　11月18日㈰　午後２時～
募集画地数　　11画地
＊ 申込受付場所、申込方法等につ
いてのお問い合わせは下記へ
★ ＵＲ都市機構・本庄都市開発事
務所☎㉓４７００

差し押さえた不動産を公売します
　市では、市税の滞納処分によって差し押さえた不動産を公売します。
　公売は、ヤフー株式会社が提供するインターネット官公庁オーク
ションにて行います。
　公売の手続きや詳細については、ヤフー官公庁オークションホーム
ページ（http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/sai_honjo_city）及
び収納課（市役所１階）でご確認ください。
●公売物件１（土地・建物）
　所在　本庄市日の出２丁目３４８２番２
　地目　宅地　地積　４７３．05㎡
　建物　①共同住宅平屋建（床面積：67.01㎡）
　　　　②共同住宅平屋建（床面積：67.01㎡）
　　　　③店舗・居宅平屋建（床面積：51.25㎡）
●公売物件２（土地）
　所在　本庄市沼和田字古川４８８番７
　地目　雑種地　地積　８５９㎡
《公売物件１・２共通》
公売参加申込　11月２日㈮午後１時～16日㈮午後11時
入札期間　11月26日㈪午後１時～12月３日㈪午後１時
★収納課☎㉕１１２０

　

市
で
は
「
ふ
る
さ
と
本
庄
応
援

寄
附
」
を
各
基
金
で
受
け
入
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

基金で作成した「親の学習手引書」を
活用した学習風景

『気づくのは　あなたと地域の　心の目』
（平成24年度　児童虐待防止月間標語）
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　阪神淡路大震災では、犠牲者の約１割にあたる６００人以上の人が家具の転倒が原因で命を落としていま
す。もし大規模地震が起きた場合、倒れた家具がドアを塞ぎ避難や救助の妨げになってしまう恐れもありま
す。家具等の転倒防止対策は、自分と家族の安全を守るために、自己判断で今すぐできる比較的安価で手軽
な地震対策です。ぜひ実践してみてください。

～地震に備えて何かしていますか？～
今すぐできる家庭での地震対策を！

〜
地
震
の
と
き
、
あ
な
た
の
住
宅
は
安
全
で
す
か
？
〜

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改

正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
及
び
耐
震
改
修
を
行
う
費
用
の
一
部

に
つ
い
て
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
居
住
者
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

※
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
補
助
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
業
者
と
の
契
約
及
び
工

事
等
を
行
う
前
に
所
定
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

★自治防災課☎㉕１１８４、
　建築開発課☎㉕１１４０

対
象
建
築
物

・ 

市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
昭
和
56
年

５
月
31
日
以
前
に
工
事
に
着
手
し
た
一

戸
建
て
の
住
宅
又
は
店
舗
部
分
が
２
分

の
１
未
満
の
併
用
住
宅

・ 

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増
改
築
を

し
て
い
な
い

・
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下

・ 

耐
震
診
断
の
補
助
対
象
者
本
人
又
は
１

親
等
以
内
の
親
族
が
所
有
し
て
い
る

補
助
対
象
者

・ 
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
人
（
居
住
者
と
所
有
者
が
異

な
る
場
合
は
、
所
有
者
も
市
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
）

・ 

申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に
耐
震
診

断
の
補
助
金
の
交
付
を
請
求
で
き
る
こ

と

補 

助
金
額　

耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

対
象
建
築
物

・ 

耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度
の
対
象
建

築
物
に
該
当
し
た
建
築
物

・ 

耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評
点
が
１・

０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
建
築
物

補
助
対
象
者

・ 

対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税
を
完
納

し
て
い
る
人
（
居
住
者
と
所
有
者
が
異

な
る
場
合
は
、
所
有
者
も
市
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と
）

・ 

申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に
耐
震
改

修
の
補
助
金
の
交
付
を
請
求
で
き
る
こ

と
補
助
の
対
象
と
な
る
耐
震
改
修

・ 

建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建
築
士
が

耐
震
改
修
設
計
を
行
う
こ
と

・ 

耐
震
改
修
の
設
計
図
は
、
耐
震
改
修
実

施
後
の
耐
震
診
断
で
所
定
の
構
造
強
度

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

・ 

耐
震
改
修
工
事
の
工
事
監
理
及
び
現
場

検
査
を
建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建

築
士
が
行
う
こ
と

補 

助
金
額　

耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費

用
の
15
・
２
％
（
上
限
20
万
円
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
築
開
発
課
☎
㉕
１
１
４
０

耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度

耐
震
改
修
補
助
金
交
付
制
度

●家具の固定を行いましょう

■参　考　消防庁HP 消防庁家具転倒
（http://www.fdma.go.jp/html/life/kagu1.html）

税 を 考 え る 週 間
11月11日㈰～11月17日㈯

����������������
この社会を支える税について、是非この機会に考えてみてはいかがでしょうか。

本庄税務署総務課☎㉒２１１１（自動音声案内2）

　本庄税務署では、所得税の青色申告決算説明会及び給与所得の年末調整説明会を開催します。

●青色申告決算説明会

※対象地区以外の会場にも出席することができます。
（注）児玉商工会館会場は駐車場が狭いため、車でのご来場はご遠慮ください。
★本庄税務署個人課税部門☎㉒２１１４（ダイヤルイン）

●年末調整説明会

★本庄税務署法人課税部門☎㉒２１１２（ダイヤルイン）

対　象　 日　程 時　間 会　場 対 象 地 区

農業所得
関係

11月27日㈫ 午後2時～４時 市役所２階
職員厚生室 本庄市

11月28日㈬ 午後2時～４時 美里町役場
２階会議室 美里町

11月29日㈭ 午前10時～正午 上里町役場
４階大会議室

上里町
神川町

営業所得
不動産所得
関係

11月27日㈫ 午前10時～正午 本庄商工会議所
２階第１会議室

本庄市（本庄地域）
美里町
上里町
神川町

11月28日㈬ 午前10時～正午 児玉商工会館
２階会議室(注) 本庄市（児玉地域）

日　程 時　間 会　場 対象地区

11月21日㈬
午前10時～正午

中央公民館
実習教室Ａ・Ｂ

本庄市
上里町午後２時～４時

11月22日㈭
午前10時～正午 本庄市

美里町
神川町午後２時から午後４時

青色申告決算説明会・年末調整説明会を開催

検索検索



第28回わんぱく相撲全国大会
ベスト８（小結）

畠山 茂二 さん（児玉小４年）

７㎏のダンベルも軽々

故　茂木　稔　氏
（北堀）

平成24年11月1日号

募でんごん
広場
みなさんの
情報交換の場
　＝行事案内
　＝会員募集
行
募

行

★ 11月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写っ
たお子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。

篠
しのはら

原　聡
そう

太
た

ちゃん（栄２丁目）
〈平成20年生まれ〉

毎日元気な聡太、
４歳おめでとう！
これからもいろ
いろなことにチャ
レンジしていこ
う！

野
の

村
むら

　彩
いろ

葉
は

ちゃん（今井）
〈平成23年生まれ〉

いろちゃん、１
歳の誕生日おめ
でとう♪ずっと
仲良しでいよう
ねコウタ・ショ
ウタ

11月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　FAX㉑8499　※締め切りは11月15日㈭必着です。

３５０年間続く伝統の獅子舞を京都八坂神社に奉納

　台町の獅子舞は、寛文３年（1663
年）に地元の八坂神社に奉納した
ことが始まりといわれ、埼玉県無
形文化財にも指定されています。
この獅子舞は別名「雨乞獅子」と
呼ばれ、干ばつのときに奉納する
と雨が降るといわれています。
　自治会では350年目を記念し、
９月29日に京都市の八坂神社・智
積院に舞を奉納しました。

大
おお

塚
つか

　宇
う

乃
の

ちゃん（児玉町八幡山）
〈平成20年生まれ〉

うーちゃん４
歳おめでとう
明るく素直なう
のが大好き。こ
れからもよろし
くね★

岡
おか

田
だ

　歩
あゆ

貴
き

ちゃん（小島南２丁目）
〈平成22年生まれ〉

おうたとおどり
が大好きなあゆ
きくんこれか
らの成長が楽し
みです

1415

掲載希望・掲載申し
込みは、秘書広報課
（☎㉕１１５５）へ

戸塚 ス井 さん
（小島1丁目）

　めでたく100
歳を迎えられた
戸塚ス井さん（大
正元年９月生ま
れ）を、吉田市長
が訪問し、お祝
いの「寿状」を贈
りました。

募 若草会歌謡クラブ　
日時　第１・第３木曜日
　　　午後１時～４時
会場　北泉公民館（送迎できます）
費用　月会費2,000円
問い合わせ　古川☎080-6578-9221

募

桜華カラオケクラブ　
日時　第１・第２・第３火曜日
　　　午前9時30分～ 11時45分
会場　本庄西公民館
費用　月会費2,000円
問い合わせ　南雲☎㉔2753

ハーモニカクラブオリーブ　
日時　毎週火曜日
　　　午前10時～ 11時30分
会場　中央公民館
費用　月会費2,000円
問い合わせ　斉藤☎㉑2355

第30回本庄市児玉郡合唱祭　
日時　11月18日㈰
　　　正午～午後４時30分
場所　市民文化会館
費用　無料
問い合わせ　小浦方☎㉔2210

　

児
玉
小
４
年
生
の
畠
山
茂
二
さ

ん
が
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
で
素
晴
ら

し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

畠
山
さ
ん
は
、身
長
１
４
５
㎝
・

体
重
70
㎏
。
幼
少
の
頃
か
ら
大
き

な
体
格
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
幼
稚

園
の
園
長
先
生
の
勧
め
も
あ
っ
て

相
撲
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
か

ら
、
地
区
の
相
撲
大
会
で
は
何
度

も
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
相
撲
大
会
は
、
４
年

生
か
ら
全
国
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
４
年
生
に
な
っ
た
畠
山
さ
ん

は
、
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て

初
め
て
の
予
選
会
に
臨
み
ま
し
た
。

地
区
及
び
県
の
予
選
会
を
勝
ち
進

み
、
両
国
国
技
館
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
の
出
場
権
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
去
る
７
月
29
日
に
行

わ
れ
た
「
第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

全
国
大
会
」
で
、
全
国
１
３
３
人

で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
次
々
に

勝
ち
進
み
、
準
々
決
勝
で
は
惜
し

く
も
ビ
デ
オ
判
定
で
敗
れ
た
も
の

の
見
事
ベ
ス
ト
８
（
小
結
）
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
会
の
前
に
は
、
元
力
士
の
先

生
指
導
の
も
と
重
点
的
に
相
撲
の

練
習
を
し
ま
す
が
、
普
段
は
、
相

撲
と
同
じ
く
幼
稚
園
の
頃
か
ら
続

け
て
い
る
柔
道
で
体
力
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
中
学
校

や
高
校
に
出
向
い
て
練
習
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

畠
山
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

●
相
撲
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
何
で

す
か
？

　

相
手
を
投
げ
て
勝
つ
と
き
が
、

と
て
も
気
持
ち
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

●
全
国
大
会
の
感
想
は
？

　

両
国
国
技
館
に
行
く
の
が
初
め

て
だ
っ
た
の
で
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

１
回
戦
・
２
回
戦
を
勝
ち
進
ん
で

い
く
と
、「
も
う
少
し
い
け
る
ぞ
！
」

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

●
体
を
強
く
す
る
た
め
何
を
し
て

い
ま
す
か
？

　

週
３
日
の
柔
道
の
練
習
の
ほ
か
、

自
宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
毎
日
２

時
間
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
練
習
の
時
間
に
あ
わ

せ
て
、
し
っ
か
り
食
事
を
取
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

●
将
来
の
目
標
と
夢
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

来
年
（
５
年
生
）
の
大
会
で
は
、

県
大
会
と
全
国
大
会
の
両
方
で
優

勝
し
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、早
く
相
撲
部
屋
に
入
っ

て
力
士
に
な
り
た
い
で
す
。

●
お
父
さ
ん
（
重
斉
さ
ん
）
か
ら

一
言

　

全
国
大
会
で
も
、
当
た
り
の
強

さ
を
生
か
し
て
準
々
決
勝
ま
で
勝

ち
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

親
と
し
て
、
力
士
に
な
る
夢
が

か
な
う
よ
う
に
応
援
す
る
の
で
、

途
中
で
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
っ

て
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　先の戦争において亡くなられた市内出身1,370余柱の冥福を
祈る戦没者追悼式が10月17日、市民文化会館で挙行されました。
　追悼式では、ご遺族をはじめ関係者による追悼の辞、献花な
ど戦没者に哀悼と敬意の意をささげ、恒久平和への祈念を行い
ました。

　

10
月
７
日
に
逝
去
さ
れ
た
、
本

庄
市
名
誉
市
民
・
前
本
庄
市
長
故

茂
木
稔
氏
の
市
民
葬
を
10
月
21
日
、

市
民
文
化
会
館
で
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

氏
の
生
前
の
ご
功
績
に
対
し
、

従
四
位
の
位
階
が
贈
ら
れ
、
市
民

葬
に
お
い
て
、
吉
田
市
長
か
ら
位

記
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

竹
たけ

生
お

田
だ

ひまりちゃん（児玉町吉田林）
〈平成22年生まれ〉

２歳のお誕生日
おめでとう元
気いっぱい明る
いひまりちゃん
大好きだよ!!

お話や歌やダン
ス…色々なこと
が出来るように
なったね！晴く
ん、２歳おめで
とう

明
あかし

石　晴
はる

豊
と

ちゃん（銀座３丁目）
〈平成22年生まれ〉

本庄市戦没者追悼式 従
四
位 

旭
日
中
綬
章

本
庄
市
名
誉
市
民�

故
茂
木
稔
氏
市
民
葬
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せ
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本庄市長

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・12月３日㈪・10日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・12月３日㈪・10日㈪
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

16日㈮～19日㈪、29日㈭～12月４日㈫

今月の納税納付 ［納期限：11月30日㈮］
・国民健康保険税　５期　・下水道負担金　　　３期
・介護保険料　５期　・後期高齢者医療保険料　５期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　11月５日㈪・12月５日㈬　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

しんげの
一言メッセージ市長コラム

16

位
置
指
定
道
路
（
私
道
）
舗
装

工
事
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

年
末
融
資
相
談
会
（
一
日
公
庫
）

を
開
催

　市内の公民館を管理運営するとともに、公民館を
拠点とした社会教育及び生涯学習の事業を企画・実
施する公民館長(非常勤)を募集します。
応 募資格　市内在住の65歳（平成25年４月１日現
在）以下で、社会教育及び生涯学習に積極的に活
動でき所定の日時に勤務可能な人

募集人数　３人
任期　平成25年４月～平成27年３月
応 募方法　中央公民館及びセルディで配布する募集
要領等を確認し、所定の書類（応募用紙と応募作
文）を作成のうえ、中央公民館又はセルディのい
ずれかの窓口へ直接持参

申込期間　11月20日㈫～12月20日㈭
※採否は、文書で通知します。
★生涯学習課☎㉒２７９８

　市では、来庁者のサービス向上及び地域経済の活
性化を目的として、市役所１階市民ホール（正面出
入口側）に市域案内板（シティナビタ）を設置します。
　市域案内板には、市域図及び市政情報のほか、民
間事業者等の広告を掲載します。
　広告の募集は、広告代理店が行います。掲載を希
望する人は、下記の代理店へ直接お問い合わせくだ
さい。
市域案内板広告代理店
　表示灯株式会社東京支社（担当：大橋）
　☎０３―３７９７―４８１１
設置時期　12月上旬（予定）
★企画課☎㉕１１５７

　埼玉県内各地域自慢のご当地グルメ36品が、草
加市に大集合。あなたの１票が「埼玉Ｂ級グルメ王」
を決定します。
　また、観光物産展では、豊かな自然と伝統技術に
育まれた優良県産品やまだ知らない埼玉の魅力が体
感できます。
日 時　11月23日㈷　午前10時～午後３時30分
場 所　綾瀬川左岸広場（東武伊勢崎線松原団地駅か
ら徒歩８分）
※駐車場はありません。
公共交通機関をご利用
ください。
★商工課☎㉕１１７４

市域案内板設置に伴う広告を募集 公民館長（非常勤）を募集

～本庄市から『つみっこ』が出場～
「第10回埼玉Ｂ級ご当地グルメ王決定戦

＆埼玉県物産観光展」を開催

市域案内板設置イメージ

　

市
で
は
、
位
置
指
定
道
路
（
私

道
）
の
砂
利
道
に
つ
い
て
、
簡
易

舗
装
を
促
進
し
、
そ
こ
に
居
住
し

て
い
る
人
の
生
活
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
を
目
的
に
事
業
実
施
要
綱

を
定
め
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
、
一
定
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
舗

装
工
事
費
の
２
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。
た
だ
し
、
上
限
額
は
百
万

円
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
設
課
☎
㉕
１
１
３
４　
　

　

本
庄
商
工
会
議
所
で
は
、
関
東

信
越
税
理
士
会
本
庄
支
部
と
共
催

で
融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時　

11
月
16
日
㈮　

午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所

内 

容　

｢

こ
く
き
ん
」
融
資
制
度

の
案
内
、
融
資
の
申
し
込
み
及

び
相
談
（
資
金
繰
り
の
相
談
、

融
資
の
仮
見
通
し
判
断
な
ど
）

融
資
利
率
（
固
定
金
利
）

･
 

運
転
資
金　
０
・
75
％
〜
３
・
80
％

･
 

設
備
資
金　
０
・
05
％
〜
４
・
00
％

費
用　

無
料

用 

意　

確
定
申
告
書
及
び
決
算
書

２
期
分
、社
判
、印
鑑
な
ど
（
予

約
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

＊ 

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

本
庄
商
工
会
議
所
☎
㉒
５
２
４

１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
熊

谷
支
店
（
国
民
事
業
）
☎
０
４

８―

５
２
１―

２
７
３
１

平
成
24
年
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
で
は
、

次
の
期
間
に
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
火

の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
発

生
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
『
消
す
ま
で
は

　
　

出
な
い
行
か
な
い

　
　
　
　
　
　
　

離
れ
な
い
』

（
平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標

語
）

実 

施
期
間　

11
月
９
日
㈮
か
ら
15

日
㈭
ま
で
の
７
日
間

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

課
☎
72
４
６
５
４

◇◆空間放射線量・放射性物質
測定結果のお知らせ◆◇

　10月第１週分（９月29日～ 10月５日）、10月
第２週分（10月６日～12日）の放射性ヨウ素及び
放射性セシウムは不検出でした。
★教育総務課☎㉕1182、子育て支援課☎㉕1128、
本庄上里学校給食センター☎㉔2621

― 市立小中学校・市立保育所の
給食等放射性物質測定結果 ―

　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施
しています。市内で採取したミズナ（採取日10月１・
２日、判明日10月４日）、原乳（採取日10月４日、
判明日10月４日）、キュウリ（採取日10月９日、
判明日10月11日）の放射性セシウムは、全て基準
値を下回りました。
★農政課☎㉕１１７７

― 農畜産物の放射性物質測定結果 ―

　市では、昨年の６月13日から市内13か所（すべ
ての小学校の校庭）で放射線量を測定しています。
◎小学校校庭の測定結果（測定日：10月17日）
　今回の測定値は、0.045～ 0.136μSv/h（マイ
クロシーベルト／時間）でした。
　なお、測定値には自然から受ける放射線量が含ま
れています。測定値は、計測の時間帯や天候等に影
響を受けることがあるため、あくまでも参考の数値
となります。
★自治防災課☎㉕１１８４

― 市内の空間放射線量測定結果 ―

　本庄市小島、前の山古墳出土の「笑う盾持人物埴輪」３
体は、12月15日までフランスのパリ日本文化会館におけ
る「笑いの日本美術史　縄文から19世紀まで」展に出展
されています。10月２日・３日に開会レセプションとシ
ンポジウムが開催されましたので、市議会議長ほか市議、
教育長、私の計６人で、パリに行って来ました。
　実は私には一つの思い入れがありました。笑う埴輪がパ
リに行くこの機会を活

い

かして、本庄市のマスコット「はに
ぽん」も連れて行こう、日本中に様々なマスコットがいる
が、わざわざパリまで出かけては行かない、この際パリの
様々な場所ではにぽんの写真を撮って、はにぽんＰＲの一
助としたい…ということです。
　最初は着ぐるみを、と考えましたが、費用面などを考慮
して断念。代わりに着ぐるみ立ち姿のはにぽんをそのまま
縮小した人形を作成。バッグに入れて連れて行きました。
　美術展のレセプションとシンポジウムは大変盛況でした。

日本は原始時代から数多くの美術品に「笑い」のモチーフ
を取り入れており、西洋にも、また東洋の他の国にもない、
穏やかでおおらかな独自の文化文明を有する国であるとい
うことを、参加した日仏双方の文化人類学者が強調してい
ました。日本からの１００点ほどの美術品の中で、本庄市
の埴輪３体はメインの展示品であり、大変誇らしい気持ち
になりました。市からのレセプション参加者へのお土産と
して、はにぽんのボールペン・ピンバッジを我々６人で１
００個ほど配布し、大変喜んでいただきました。
　さて連れて行ったはにぽんの人形ですが、これが大当た
りで、多くのパリっ子や観光客の興味を引きました。「こ
れは日本の本庄という街の笑顔の人形で、抱くと幸せにな
るよ」と紹介し、老若男女、様々な人種の人々に抱いても
らい写真を撮ってきました。はにぽんの人形を抱くと、み
んな一様に笑顔になりました。笑顔で世界中の人々を結び
つけたはにぽん。やはり我が本庄市のマスコットはすばら
しい、そのことを確信したパリ訪問となりました。

「はにぽん」の笑顔で世界を結ぶ
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※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５
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「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
第

６
回
文
化
祭
を
開
催

「
第
５
回
食
の
安
全
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
開
催

催　

し

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談
を
実
施

　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
人
の
た
め

に
、
巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

日 

時　
11
月
７
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

会 

場　

市
役
所
５
階
５
０
１
会
議

室

対 

象　

聴
覚
障
害
者
又
は
聴
覚
障

害
者
と
関
わ
り
の
あ
る
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
午
後
は
訪
問
相
談

を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
事

前
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★ 

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
４
８―

８
１
４―

３
３
５

３
・
Ｆ

０
４
８―

８
１
４―

３

３
５
５

認
知
症
講
演
会
を
開
催

　

認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
に
悩

む
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
接

し
方
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日 

時　

11
月
30
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

講 

師　

西
村　

美
智
代　

氏
（
社

会
福
祉
法
人
「
サ
ン
」
理
事
長
）

演 

題　
「
よ
り
良
い
関
係
を
築
く

た
め
に
〜
接
し
方
で
変
わ
る
認

知
症
〜
」

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
会
場
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

　

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
で
は
、

次
の
内
容
で
第
６
回
文
化
祭
を
開

催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
場　

セ
ル
デ
ィ

※
11
月
24
日
㈯
に
は
茶
道
と
囲
碁

の
実
演
を
、
25
日
㈰
に
は
茶
道
と

将
棋
の
実
演
を
行
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

本
庄
市
文
化
団
体
連
合
会
事
務

局
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
㉒
２

７
９
８

日 

時　
11
月
24
日
㈯　

午
後
２
時
〜

５
時

　

受
付　

午
後
１
時
40
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

３
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
�

講 

師　

酒
巻　
哲
夫　
氏　
（
群
馬

大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
情

報
部
教
授
）

演
題　
「
患
者
中
心
の
医
療
を
築
く
」

内 

容　

あ
な
た
は
患
者
中
心
の
医

療
を
実
感
し
て
い
ま
す
か
？
今

回
は
、
群
馬
大
学
の
患
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
お
話
を
し
て
、
患

者
中
心
の
医
療
と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

対 

象　

本
庄
市
及
び
児
玉
郡
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

定 

員　

１
０
０
人
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

11
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
明
記
の
う
え
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

は
電
話
で
左
記
へ

★ 

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

日程 時　間 内　容
11月　
24日㈯

作品展示
午前９時30分～午後４時

短歌、俳句、万葉集、絵画、
書道、盆栽、華道、古美
術、美術刀剣、写真、手芸、
演劇

25日㈰ 作品展示
午前９時30分～午後３時30分

開会式典
午前11時30分～正午

舞台発表
午前９時30分～午後３時30分

民踊、郷土芸能、民謡、
詩吟、日舞、ダンス

セ
ル
デ
ィ
シ
ア
タ
ー
を
開
催

　

昨
年
の
秋
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
は
や
ぶ
さ/H

A
YA
BU
SA

」（
竹

内
結
子
・
西
田
敏
行
主
演
）
を
上

映
し
ま
す
。「
は
や
ぶ
さ
」
帰
還

ま
で
の
真
実
の
ド
ラ
マ
を
大
き
な

ス
ク
リ
ー
ン
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
見
て
い
な
い
人
も
、
も
う

一
度
見
た
い
人
も
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
9
日
㈰

　

１
回
目　

午
前
10
時
〜

　

２
回
目　

午
後
２
時
〜

※
そ
れ
ぞ
れ
開
始
30
分
前
か
ら
入

場
で
き
ま
す
。

会
場　

セ
ル
デ
ィ

定
員　

６
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

日
の
出
保
育
園
子
育
て
支
援
事

業
「
す
く
す
く
広
場
」
を
開
催

　

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
で
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
食
の
安
全
に
つ
い
て
考

え
る
「
第
５
回
食
の
安
全
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
の
ほ
か
、
本
庄
市
及
び

周
辺
地
域
に
て
食
の
安
全
・
安
心

に
取
り
組
む
食
品
加
工
メ
ー
カ
ー
・

農
産
物
生
産
者
・
団
体
等
に
よ
る

展
示
・
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
み
な
さ

ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日 

時　
11
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容

①
講
演（
午
前
11
時
〜
午
後
１
時
）

演 

題　
「
本
当
の
食
の
豊
か
さ
と

は
何
か
」〜
知
っ
て
い
ま
す
か
？

加
工
食
品
の
舞
台
裏
〜

講 

師　

安
部　

司　

氏
（
農
林
水

産
省
有
機
農
業
Ｊ
Ａ
Ｓ
判
定
員
）

② 

イ
ベ
ン
ト
（
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
）

・ 

参
加
企
業
等
に
よ
る
地
元
安
全

農
産
物
及
び
加
工
食
品
の
販
売

・ 

敷
地
内
レ
ス
ト
ラ
ン
「
馬
車
道
」

に
よ
る
当
日
限
定
ス
ペ
シ
ャ
ル

メ
ニ
ュ
ー
で
の
食
事
の
提
供

参
加
費　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

研
究
推
進
機
構
☎
㉔
７
４
５
５

　

毎
月
、
楽
器
を
使
っ
た
リ
ズ
ム

遊
び
・
制
作
・
親
子
体
操
な
ど
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

《
各
回
共
通
》

会
場　

日
の
出
保
育
園

対 

象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

15
組

参
加
費　

無
料

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★
日
の
出
保
育
園
☎
㉑
５
２
６
３

「
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催

し
ま
す

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
椅
子
を
使
い
、

10
種
類
の
運
動
を
し
て
、
生
活
動

作
に
必
要
な
筋
力
を
鍛
え
元
気
な

体
を
作
り
、
い
き
い
き
と
生
活
で

き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
１
人
１
会
場
の
み
の

参
加
と
な
り
ま
す
。

日 

時　

12
月
４
日
か
ら
毎
週
火
曜

日
（
休
日
を
除
く
）　

午
後
１

時
30
分
〜
３
時

会
場　

旭
公
民
館

対
象　

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員 　

20
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

用 

意　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
室
内

用
運
動
靴
、
運
動
す
る
服
装

申 

込　

11
月
８
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

７

日　程 時　　間 内　　容

① 11月13日㈫
午前10時～ 11時

赤ちゃんマッサージ

② 12月15日㈯ クリスマスを飾ろう

③ １月19日㈯ 午前10時～ 11時30分 親子クッキング

④ ２月22日㈮ 午前10時～ 11時 いろんな楽器で遊ぼう

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
お
好
み

焼
き
を
作
ろ
う
」
を
開
催

　

簡
単
で
お
い
し
い
、
お
好
み
焼

き
を
作
ろ
う
。

日
時　
11
月
24
日
㈯　
午
前
10
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円
（
当
日
集
金
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
バ

ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
タ
オ
ル　

申 

込　

11
月
10
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０
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公
民
館

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

2021

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

藤
田
公
民
館 

☎
㉒
２
３
３
２

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

自
営
業
者
の
た
め
の
「
な
ん
で

も
相
談
会
」
を
開
催

　

本
庄
民
主
商
工
会
で
は
、
年
末

に
か
け
て
増
え
る
資
金
繰
り
や
税

金
な
ど
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

日 

時　
11
月
11
日
㈰　

午
前
11
時
〜

午
後
３
時

会
場　

本
庄
民
商
会
館

相 

談
内
容　

年
末
の
資
金
繰
り
、

税
金
、
滞
納
問
題
な
ど

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

本
庄
民
主
商
工
会
☎
㉑
６
２
６

５平
成
25
年
度
本
庄
准
看
護
学

校
の
新
入
生
を
募
集

　

准
看
護
師
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

働
き
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

出 

願
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
10
日

㈭
試
験
日　

１
月
19
日
㈯

※
管
内
の
医
療
施
設
に
所
属
す
る

こ
と
に
よ
り
、
納
入
金
の
減
免
処

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
病

院
や
施
設
で
働
い
て
い
な
い
人
も

入
学
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

本
庄
准
看
護
学
校
☎
㉓
１
０
４

１陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

の
生
徒
を
募
集

　

防
衛
省
で
は
次
の
と
お
り
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
修
得
、

最
年
少
の
特
別
職
国
家
公
務
員
と

な
り
ま
す
。

応 

募
資
格　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
現
在
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校

卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
含
む
）

①
推
薦
採
用
試
験

受 

付
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜
12
月

７
日
㈮

試 

験
日　

１
月
12
日
㈯
〜
１
月
14

日
㈷
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１

日
募
集
人
員　

60
人

②
一
般
採
用
試
験

受 

付
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜
平
成

25
年
１
月
７
日
㈪

試
験
日　

１
月
19
日
㈯

募
集
人
員　

２
５
０
人

◎
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催
日　

12
月
１
日
㈯

会 

場　

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校（
神

奈
川
県
横
須
賀
市
）

内 

容　

教
育
の
概
要
説
明
、
施
設

見
学
、
昼
食
体
験
等

※
中
学
１
・
２
年
生
も
参
加
可
能
。

＊ 

資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
」
を
開
催

　
年
齢
と
と
も
に
衰
え
る
コ
ア（
体

幹
）
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
、

正
し
い
姿
勢
を
維
持
し
、
腰
痛
・

肩
こ
り
な
ど
の
予
防
に
も
効
果
の

あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
初
め

て
の
人
大
歓
迎
で
す
。

日 

時　

11
月
21
日
か
ら
12
月
26
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
６
回

①
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
②

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※
①
②
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

対 

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
定
員　
①
②
と
も
各
30
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

講
師　

石
井　

セ
ツ
子　

先
生

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申 

込　

11
月
９
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
冬
季

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
兼
小
・
中
学

生
大
会
」
を
開
催

日
時　
12
月
16
日
㈰　
午
前
10
時
〜

内
容　

・
１
ゲ
ー
ム
相
当
の
指
導

・ 

２
ゲ
ー
ム
の
大
会
（
小
学
生
低

学
年
の
部
、
小
学
生
高
学
年
の

部
、
中
学
生
の
部
、
保
護
者
の

部
）

※
小
学
生
は
ガ
ー
タ
ー
な
し
の
バ

ン
パ
ー
レ
ー
ン
を
使
用
予
定
で
す
。

大
会
の
表
彰
は
小
・
中
学
生
の
み

と
な
り
ま
す
。

会 

場　

サ
ウ
ン
ド
ボ
ウ
ル
本
庄
駅

前
店

対 

象　

市
内
在
住
の
小
中
学
生
及

び
保
護
者

※
初
心
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

◆
男
の
そ
ば
打
ち
教
室

日 

時　

11
月
25
日
㈰
・
12
月
９
日

㈰　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

講
師　

吉
田　

浩　

先
生　

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、０
０
０
円
（
２
回
分
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
本
庄
東
公
民
館
ク
ラ
ブ
活
動
展

示
発
表
会

　

普
段
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
員

の
力
作
を
展
示
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。
景
品
・
お
茶
・

お
菓
子
も
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日 

時　

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
18
日

㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
日
の
出

児
童
セ
ン
タ
ー
、
本
庄
東
高
等
学

校
（
来
校
者
駐
車
場
）
も
利
用
で

き
ま
す
。

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
12
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

※
年
内
最
終
日
は
12
月
18
日
㈫
、

年
始
は
１
月
８
日
㈫
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

時 

間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
い
き
い
き
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室

〜
今
こ
そ
輝
く
健
康
メ
イ
ク
術
〜

日 

時　
11
月
29
日
㈭　

午
後
２
時
〜

４
時

講
師　

宇
佐
美　

由
紀
子　

先
生

内
容　

メ
イ
ク
の
指
導
、
実
演

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

対
象　

20
歳
以
上
の
女
性

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚

※
化
粧
品
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
。
化
粧
品
の
販
売
は
し
ま
せ
ん
。

申 

込　

11
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
教
室

日 

時　
12
月
５
日
㈬　

午
後
７
時
〜

８
時
30
分

講 

師　

福
井　
利
美　
先
生（
ラ
ッ

ピ
ン
グ
協
会
認
定
講
師
）

内 

容　

ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
手
作
り
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
の
指
導

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

は
さ
み

申 

込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
郷
土
料
理
【
つ
み
っ
こ
】
作
り

教
室

日 

時　

12
月
５
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内 

容　
自
家
製・本
庄
名
物
つ
み
っ

こ
作
り
の
基
本
と
付
け
合
わ
せ

の
技
を
学
ぶ

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ

オ
ル

申 

込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日 

時　

12
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

講
師　

千
田　

麗
子　

先
生

内 

容　

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
や
正
月

飾
り
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
の

り
申 

込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
料
理
教
室
〜
手
作
り
の

お
正
月
料
理
で
家
族
団
ら
ん
〜

日 

時　

12
月
13
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器

申 

込　

11
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
注
連
飾
り
教
室

日 

時　
12
月
23
日
㈷　

午
前
９
時
〜

正
午

講
師　

武
藤　

正
作　

先
生

内 

容　

正
月
注
連
飾
り
を
数
種
類

作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具

申 

込　

11
月
27
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
和
紙
折
り
紙
教
室

日 

時　

11
月
21
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

安
藤　

和
美　

先
生

内 

容　

正
月
飾
り
の
「
連
獅
子
」

（
額
入
り
）、「
サ
ン
タ
」
を
作
製

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

は
さ
み
、
ボ
ン
ド

申 

込　

11
月
12
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
ゆ
ず
茶
（
ジ
ャ
ム
）
作
り
教
室

日 

時　

11
月
27
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

講
師　

山
田　

美
智
子　

先
生

内 

容　

藤
田
産
の
ゆ
ず
を
使
い
ゆ

ず
茶
（
ジ
ャ
ム
）
を
作
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申 

込　

11
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
着
物
着
付
け
教
室

日 

時　

11
月
29
日
㈭
・
12
月
６
日

㈭　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正

午
講
師　

早
野　

代
志
子　

先
生

内 

容　

初
心
者
を
対
象
に
着
付
け

が
で
き
る
ま
で
の
指
導

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

ウ
ー
ル
の
着
物
、
名
古
屋

帯
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
肌
じ
ゅ
ば

ん
、
裾
よ
け
、
足
袋
、
帯
板
、

帯
揚
、
帯
枕
、
帯
締
め
、
コ
ー

リ
ン
ベ
ル
ト
、
衿え

り

芯
、
伊だ

達て

締

め
（
２
本
）、
ひ
も
（
５
本
）

申 

込　

11
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
造
り
米
麹こ

う
じ

教
室

日 

時　
12
月
10
日
㈪　

午
後
１
時
〜

４
時
・
12
日
㈬　

午
前
９
時
〜

10
時　

全
２
回

講
師　

味
の
伝
承
士
会

内 

容　

地
場
産
米
を
蒸
し
発
酵
さ

せ
塩
麹
１
・
３
㎏
相
当
を
作
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク

申 

込　

11
月
20
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

参
加
費　

５
０
０
円

※
貸
靴
代
は
無
料
で
す
。

講 

師　

 

日
本
体
育
協
会
公
認
コ
ー

チ
・
指
導
員

申 

込　

11
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２
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ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
内
）

☎
72
８
８
５
１

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

カメラが撮らえ
た会津戌辰戦争
『歴史読本』
編集部 編

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

マドレーヌは小さ
な名コック
ルパート・キング
フィッシャー 作

◆
筆
ペ
ン
書
道
教
室

日 
時　

11
月
28
日
㈬
・
12
月
５
日

㈬　

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

講
師　

渡
辺　

紀
子　

先
生

内 

容　

心
温
ま
る
名
文
や
年
賀
状

を
自
由
に
個
性
的
に
書
く

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用 

意　

筆
ペ
ン
（
毛
筆
タ
イ
プ
中

字
）

申 

込　

11
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
年
越
し
そ
ば
打
ち
教
室

日 

時　

12
月
４
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

井
上　

典
昭　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
タ
オ
ル

申 

込　

11
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
し
め
縄
づ
く
り
教
室

日 

時　

12
月
26
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

武
藤　

正
作　

先
生

内 

容　

地
元
産
の
わ
ら
で
し
め
縄

を
作
製

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
０
０
円

用 

意　

は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆

記
用
具

申 

込　

11
月
19
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
新
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

日 
時　
11
月
28
日
㈬　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
い
ず
み
亭

講
師　

い
ず
み
亭
職
員

内 

容　

秋
の
新
そ
ば
粉
で
そ
ば
打

ち
を
体
験
・
試
食
（
天
ぷ
ら
と

き
ん
ぴ
ら
が
付
き
ま
す
。）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

８
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申 

込　

11
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
正
月
用
の
シ
ュ
ロ
か
ご
と
花

入
れ
作
り
教
室

日 

時　

12
月
17
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

片
桐　

正
富　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
０
０
円

用 

意　

洗
濯
ば
さ
み
１
個
、
は
さ

み

申 

込　

11
月
26
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
初
心
者
写
真
教
室

日 

時　

11
月
24
日
㈯
・
12
月
８
日

㈯
・
21
日
㈮　

全
３
回　

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

根
岸　

久　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申 

込　

11
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（
ア
イ
パ
ッ
ド
）
体

験
教
室

日 

時　

11
月
28
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

東　

禎
章　

先
生

内 

容　

と
て
も
便
利
な
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
実
際
に
手
に
と
っ
て
体
験

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

11
月
14
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
（
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
）

日 

時　

12
月
15
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内 

容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い

い
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
作
製

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
２
０
０
円

申 

込　

11
月
24
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ
ル
入

門
）

日 

時　

12
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回　

午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師　

東　

禎
章　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費 

用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

用
意　

筆
記
用
具

申 

込　

11
月
21
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

◆
共
和
公
民
館
文
化
祭

　

日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

◎
作
品
展
示

・ 

11
月
17
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時

・ 

11
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時

◎
舞
台
発
表

・ 

11
月
18
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時

◆
正
月
用
寄
せ
植
え
教
室

日 

時　

12
月
14
日
㈮　
午
後
１
時
〜

３
時

講
師　

小
川　

正　

先
生

内 

容　

蘭
や
バ
ラ
に
見
え
る
新
し

い
葉
牡
丹
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

の
作
製

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用 

意　

園
芸
用
は
さ
み
、
シ
ャ
ベ

ル
、
軍
手
と
ゴ
ム
手
袋

申 

込　

11
月
21
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
連
絡
可
）

★
本
館

日 

時　
11
月
10
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分
、
11
月
24
日
㈯　

午

後
２
時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内 

容　
「
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
音

楽
が
♪
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵

本
や
紙
芝
居

協 

力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日 

時　
11
月
10
日
㈯　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会 

場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内 

容　
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
お
は
な
し

協 

力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

日
時　
11
月
17
日
㈯　
午
後
２
時
〜

日 

時　
12
月
６
日
㈭　

午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会 

場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対 

象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内  

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

58
歳
か
ら
始
め
る
定
年
前
後
の
段

　

取
り
術 

　

  

山
見 

博
康 

著

江
戸
の
天
文
学　

渋
川
春
海
と
江

　

戸
時
代
の
科
学
者
た
ち

中
村 

士 

監
修

健
康
な
か
ら
だ
を
つ
く
る
豆
乳
の

　

魔
法
レ
シ
ピ 　

浜
内 

千
波 

著

名
画
と
読
む　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

　

ト
の
物
語　

 
  

中
野 

京
子 

著

夢
の
栓　

 

　
　

  

青
来 

有
一 

著

和
紙
の
里　
探
訪
記
ー
全
国
三
百
ヵ

　

所
を
歩
く
ー 

  

菊
地 

正
浩 

著

ぞ
っ
こ
ん
鉄
道
今
昔

櫻
井 

寛 

写
真
・
文

氷
海
に
閉
ざ
さ
れ
た
１
２
９
６
時

　

間　
　

 

　
　

  

山
田 

知
充 

編

子
ど
も
の
共
感
力
を
育
て
る

ブ
ル
ー
ス
・
Ｄ
．
ペ
リ
ー
他 

著

日
本
一
の
写
真
集

　

 

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

発

行
★
今
月
の
児
童
図
書

さがしています
アーサー･ビナード 作

じ
っ
ち
ょ
り
ん
と
お
つ
き
さ
ま

か
と
う 

あ
じ
ゅ 

作
・
絵

七
つ
の
わ
か
れ
道
の
秘
密

ト
ン
ケ
・
ド
ラ
フ
ト 

作

し
ぜ
ん
あ
そ
び　

山
下 

久
美 

監
修

工
場
の
底
力　

①
職
人
の
手
わ
ざ

こ
ど
も
く
ら
ぶ 

編

親
子
で
遊
べ
る　

だ
い
す
き
！
お

　

り
が
み 　
　
　

新
宮 

文
明 

著

ポ
ー
ラ
を
さ
が
し
てさな 

と
も
こ 

作

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
水
族
館
リ
ニ
ュ
ー

　

ア
ル
大
作
戦

深
光 

富
士
男 

文

総
合
商
社
図
鑑　

三
井
物
産 

監
修

新版 闘う純米酒
上野 敏彦 著

★
今
月
の
一
般
図
書

新
し
い
手
話
２
０
１
２

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
出
版
局 

編

し
ょ
う
ゆ
麹
レ
シ
ピ
１
０
０

　
　
　
　
　
　

武
蔵 

裕
子 

著

生
き
る
ぼ
く
ら 　

原
田 

マ
ハ 

著

松
下
幸
之
助
か
ら
の
手
紙

松
下 

幸
之
助 

文
・
述

金
木
犀
二
十
四
区

　
　
　
　
　
　

三
木 

笙
子 

著

よ
く
わ
か
る
元
素
図
鑑

　
　
　
　
　
　

左
巻 

健
男 

著

さ
よ
う
な
ら
原
発
の
決
意

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田 

慧 

著

あ
な
た
の
知
ら
な
い
北
海
道
の
歴

　

史　
　

 

　

  

山
本 

博
文 

監
修

認
知
症
の
ベ
ス
ト
ア
ン
サ
ー

　
　
　
　
　
　

高
橋 

智
他 

監
修

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　

高
田 

明
典 

著

自
然
農
法
で
野
菜
づ
く
り

　
　

野
菜
だ
よ
り
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環境推進課☎㉕1172
　　　　　環境産業課☎721331（内線232）

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

平成24年11月1日号

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
11
月
〜
12
月
）

行 政 11月15日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０

法 律

11月７日㈬・14日㈬・28日㈬  午後１時～４時
◎12月の相談日
　　　　　12月５日㈬・12日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　12月19日㈬・26日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 11月21日㈬　午後１時～４時
定員＝６人（先着順）

不 動 産 11月９日㈮・12月14日㈮　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 11月８日㈭・12月13日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 11月13日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分
※11月５日㈪・21日㈬は午前のみ

市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
11月13日㈫　午後１時～４時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎㉕１１５９
11月27日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと
毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

11月５日㈪・19日㈪・12月３日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み 11月９日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員 北部地域振興センター

（熊谷地方庁舎１階）
北部地域振興センター

☎048－522－6506法 律
※予約制

毎月第１・３・４水曜日（休日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

2425

障害者生活支援センター『さわやか』　☎㉕5620　　FAX㉕5640

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

相 談 名 日　時 会　場 相 談 名 日　時 会　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
11月24日㈯
午前９時30分～
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分～
３時30分

もの作りクラブ
11月16日㈮
午後１時30分～
３時30分

ボッチャ練習会
（身体障害者のためのスポーツ）

11月28日㈬
午後１時30分～
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

11月17日㈯
午後１時～３時

日　程 内　容 会　場

11月９日㈮ ミニ運動会 前原児童センター

11月19日㈪ ミニ運動会 日の出児童センター

12月７日㈮ 楽しいクリスマスコンサート 前原児童センター

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
｢ひよっこニコニコタイム」
午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
｢児玉ワクワクタイム｣
午前10時～11時

11月７日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの「ママサロン」 みの虫を作ろう

11月14日㈬ 誕生会と「うたのミニミニこんさーと」

11月21日㈬ ママビクス（講師：入 美由紀先生） 誕生会 親子体操（講師：立石明子先生）

11月28日㈬ クリスマス製作 親子体操（講師：立石明子先生） おはなし広場「てんとうむし」

12月５日㈬ カレンダー製作 本庄子育てネットの「ママサロン」 クリスマス製作

○「つどいの広場」

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親
子でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前
の申し込みは不要です。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前9時～午後2時（祝日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集

団指導室   

（11月～12月上旬）

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

○子育てサロン（子育て支援講座｢ゆうゆう｣）

時間　午前10時～ 11時30分

協力　 子育て応援団「本庄びすけっと」
のみなさん

｢つどいの広場｣及び｢子育て
サロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児
玉つどいの広場」は前原児
童センター）へ

日　　程 時　　間 回収場所等 問い合わせ

11月４日㈰
午前９時 ～ 11時 総合支所

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）

12月２日㈰

11月18日㈰
午前９時 ～ 11時 市役所

午後１時 ～ ３ 時 市民プラザ跡地

11月10日㈯ 午前９時 ～ 11時 本庄南公民館　 佐久間さんち ☎㉒９３００

11月21日㈬ 随時受付 就労継続支援B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

～ごみの違反搬出をしないでください～

※本庄子育てネットの「ママサロン」は、11月６日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫・12月４日㈫・11日㈫にも「い
ずみ保育所内・☎㉒4891」で開催されます。時間は午前10時30分から11時30分です。
 ※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　｢可燃ごみ｣、｢不燃ごみ｣は認定された袋に、蛍光管などの「有害ごみ」は
購入時の外箱などに入れ、決められた日に搬出してください。認定袋に入ら
ないものはリクエスト収集を申し込むか小山川クリーンセンターへ自己搬入
してください。（小山川クリーンセンターで受け入れできないものもあります。）

※お気軽にお越しください。事前の申し込
みは不要です。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

※各種相談は予約制
※12月の相談予約は、11月20日㈫から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）



★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分
からです。
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な
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平成24年11月1日号 2627

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、
確認してからお出かけください。
11月３日㈷ 昭 和 産 婦 人 科 駅南１丁目 ☎㉒２０２５

11月４日㈰ 田 所 医 院 けや木１丁目 ☎㉒３４４５

11月11日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク 上里町七本木 ☎35１１１６
11月18日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎㉒３３４３
11月23日㈷ 中 沢 皮 膚 科 東台２丁目 ☎㉒１１１２
11月25日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎㉑６２１１
12月２日㈰ 西 澤 整 形 外 科 上里町七本木 ☎33０６００
12月９日㈰ 根 岸 医 院 児玉町児玉 ☎72００７１

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時にご利
用ください。県内であれば、プッシュ回
線の電話や携帯電話から「#8000」を
押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、祝日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時(火災やけが人など)の
受付専用電話番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、児玉郡市広
域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案内
していますので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や児玉郡市以外
の病院をご案内する場合もあります。

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、育児・栄養相談

11月22日㈭
午前９時30分～ 11時
（会場：児玉保健センター） 定員あり。

各実施月の１日から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）

12月20日㈭
午前９時30分～ 11時

母乳相談 母乳に関する相談 12月20日㈭
午前９時30分～ 11時

お
や
親
タ
マ
ゴ

マタニティエクサ
サイズ ストレッチ、有酸素運動など 11月７日㈬・12月12日㈬

午前10時～正午

定員あり（随時受付）母乳・沐
もく

浴 母乳について、お風呂の入れ方の
実習など

11月17日㈯
午前９時30分～正午

食事 栄養士の講話、調理実習 11月30日㈮
午前９時30分～正午

※児玉保健センターは検診などを行う事業を除いて職員が不在です。お問い合わせは本庄市保健センターへ
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す
。
受

験
期
の
学
生
か
ら
社
会
人
・
主
婦

ま
で
年
齢
男
女
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
特
に
、
若
い
女
性
が
多
い

気
が
し
ま
す
。

　
「
口
を
開
け
る
と
音
（
コ
リ
コ

リ
）
が
す
る
。」「
口
が
開
け
に
く

い
。」「
口
を
開
け
る
と
き
痛
い
。」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、い
わ
ゆ
る「
顎

関
節
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
歯
科
検
診
で
も
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
ご
の
関
節
は
、
咀そ
し
ゃ
く嚼
筋
や
周

囲
の
じ
ん
帯
及
び
円
板
か
ら
で
き

て
い
ま
す
。
顎
関
節
症
は
、
こ
の

円
板
が
ず
れ
る
こ
と
や
筋
肉
の
炎

症
発
生
の
た
め
、
関
節
の
周
囲
に

何
ら
か
の
原
因
で
症
状
を
き
た
す

慢
性
の
疾
患
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
の
多
く
は

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
過
緊
張

　

原
因
と
し
て
、
頬
づ
え
や
生
活

習
慣
に
よ
る
偏
っ
た
あ
ご
へ
の
負

荷
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
歯

科
治
療
に
よ
る
噛
み
合
わ
せ
の
変

化
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
治
療
の
痕
跡
も
な
く

症
状
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
過
緊
張
か
ら
、
夜
間
の
歯
ぎ
し

り
や
歯
の
上
下
を
強
く
噛
み
し
め

る
習
癖
に
よ
り
、
筋
肉
や
円
板
に

負
荷
を
与
え
た
た
め
に
支
障
を
き

た
し
た
と
推
測
で
き
ま
す
。

食
事
の
時
以
外

強
く
噛
み
し
め
な
い

　

現
実
の
問
題
と
し
て
、
日
常
生

活
に
お
い
て
年
齢
を
問
わ
ず
ス
ト

レ
ス
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

顎
関
節
症
の
症
状
が
あ
る
と
き

は
、
い
つ
も
歯
を
強
く
噛
み
し
め

て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ
の

習
癖
を
極
力
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
ば
る
こ
と
は
必
要
で
す
が
、

常
に
上
の
歯
と
下
の
歯
を
接
触
さ

せ
る
癖
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
て
、

口
は
閉
じ
て
い
て
も
噛
ま
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

治　

療　

法

　

歯
を
噛
み
合
わ
せ
な
い
よ
う
に

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
を

装
着
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
強
く
噛

み
す
ぎ
る
こ
と
で
逆
効
果
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、
口
を
開
け
る

訓
練
で
す
。
こ
れ
は
自
分
で
も
で

き
ま
す
の
で
、
歯
科
医
院
で
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
も
と
で
、
ゆ
っ
く
り

あ
せ
ら
ず
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
つ
も
り

で
実
行
し
て
み
る
こ
と
で
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。
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。

　

フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
パ
リ
日
本
文

化
会
館
で
は
、
10
月
３
日
か
ら
12

月
15
日
ま
で
の
間
、「
笑
い
の
日

本
美
術
史　

縄
文
か
ら
19
世
紀
ま

で
」
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
文
化
会
館

設
立
15
周
年
及
び
日
本
国
際
交
流

基
金
の
設
立
40
周
年
に
際
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

西
洋
で
は
、
伝
統
的
な
日
本
芸

術
が
禅
や
浮
世
絵
な
ど
と
結
び
付

け
ら
れ
、「
ユ
ー
モ
ア
」
と
は
縁

が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
展

覧
会
で
は
、「
笑
い
」
に
関
係
す

る
絵
巻
物
、
大
衆
画
、
彫
刻
な
ど

１
０
０
点
余
り
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
日
本
に
は
独
特
の
笑
い
の
文

化
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

展
示
物
の
中
で
も
「
笑
う
盾
持

人
物
埴
輪
」
は
、
会
場
の
入
口
付

近
に
あ
り
、
主
と
な
る
展
示
物
の

１
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
１
０
㎝
の
高
さ
を
超
え
る

埴
輪
３
体
が
、
屈
託
の
な
い
笑
い

を
浮
か
べ
な
が
ら
来
場
者
を
待
ち

受
け
る
姿
で
、
多
く
の
人
を
引
き

付
け
て
い
ま
す
。

（
撮
影
日
：
10
月
２
日
〜
６
日
）

夏が過ぎて芝生ので
きあがった校庭に、
川淵三郎氏も来校し
て、サイン入りサッ
カーボールの贈呈式
が行われました。

▲ティーボール体験 ▲弓道体験（市民カメラ
マン竹内美江さん撮影）

午後のメイン会場で行われた玉入れとクイズ大会 ▲

来年度から民営化され
るため、公立保育所と
して最後の運動会を楽
しみました。

市民カメラマン
町田時男さん撮影 ▼

「久々宇のコスモス」

表
紙
解
説

▲

読みやすいユニバーサルデザイン文字


